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研 究 課 題 １６・１７世紀の徳川権力と海上軍事に関する研究 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

 
徳川権力（国衆→戦国大名→統一政権の各段階の総称として用いる）の構造を解明するう

えで、海上軍事に焦点を定めて検証していく。 
 １６世紀から１７世紀にかけて、徳川権力は東海・関東の地域権力から統一政権に昇華し

たが、徳川権力の海上軍事力も、活動の規模と範囲を特定地域から全国規模に拡大させ、国

際外交にも参画しており、その研究は徳川権力の展開をはかる指標になりうると見込まれ

る。また、徳川権力の形成を自明の理とせず、相対化する視点も確保するうえで、織豊政権

や他大名の海上軍事も検証の対象とする。これによって、中世・近世の時代区分を乗り越

え、より実態に則した中近世移行期論を提示することが目的である。 
 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

 
本年度は、研究発表として、①織田信長が追放した佐久間信盛の後継者信栄の復権と再度

の失脚、②信長と対決していた大坂本願寺への安芸毛利氏の海上支援、を扱った学会報告を

おこなった。また、③ウィリアム・アダムス（三浦按針）の動向について、世界史と三浦半

島の関連付けという観点から論じた講演もおこなった。②③は、研究課題の成果を提示した

もの、①は、研究の過程で得た知見を応用したものである。 
 
また、研究成果物としては、①三好氏家臣の三木半大夫の動向を扱った論文、②織豊期～

江戸初期の東海地域の政治史を海運・海民の視点から分析した論文、③中近世移行期の徳川

権力について海上軍事を論点として通観した著書を発表した。この他に、④戦国時代の東海

地域で活動した「戦国武将」（大名やその家臣）の評伝をまとめた書籍の編者に参加した。

②③で、研究課題の成果を提示したもの、①は、研究の過程で得た知見を応用したもの、④

は、時期・分野の近接した研究者の成果をとりまとめたものである。 
 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

 
今年度は、研究課題の現状における到達点を広く一般に開示した著書を刊行することがで

きた。無論、これは研究課題の完成を意味するものではなく、引き続き深化と更新を積み重

ねる必要であると認識している。 
 その一方で、学術論文・学会報告ともに、研究課題の範疇にとどまらないテーマのものが

増えてきている。ある一点の研究テーマを突き詰めていくと、やがて歴史の全体像を見渡す

ことにつながるという「全体史」概念が提唱されているが、はからずも「全体史」概念を実

践しているともいえる。 
また、かねて未刊史料の研究・紹介をおこなう作業を進めており、次年度には、徳川頼宣

（紀伊徳川氏初代）の動向を扱った『南龍公年譜』の翻刻を刊行する予定である。 
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研究発表 
 

学会名：戦国史研究会 
 テーマ：「佐久間信栄の復権と再失脚―「三浦駿河守秀勝」期の動向」 
 年月日／場所：令和 6年 8 月 10 日、日本大学文理学部 
 
学会名：織豊期研究会 

 テーマ：「毛利氏の海上軍事と大坂本願寺籠城」 
 年月日／場所：令和 6年 12 月 7 日、ウインクあいち 1105 会議室 
 
学会名：横須賀市市民大学特別講座 

 テーマ：「三浦按針と徳川家康－ウィリアム・アダムスからみた世界史と三浦半島」 
 年月日／場所：令和 7年 2 月 26 日、横須賀市生涯学習センター 
 
 
研究成果物 

 

 テーマ：「元亀二年の畿内情勢と三木半大夫」 

 書 名：『史叢』第 110 号 

 発行年月日：令和 6年 3月 31 日 

 発行所：日本大学史学会 

 

 書 名：『戦国武将列伝６ 東海編』 ※柴裕之氏との共編 

 発行年月日：令和 6年 6月 20 日 

 発行所：戎光祥出版 

 

 書 名：『徳川海上権力論』 

 発行年月日：令和 6年 9月 12 日 

 発行所：講談社 

 

 テーマ：「海の世界と人々の活動」 

 書 名：山田邦明編『信長・家康と激動の東海』 

 発行年月日：令和 6年 11 月 1 日 

 発行所：吉川弘文館 
 

 


